
子宮頸がんと検診について 

【子宮頸がんとは】 

・主な原因は、ヒトパピローマウイルス（HPV：Human Papillomavirus）への感染。 

・HPVは、性交渉によって感染する一般的なウイルスで、誰でも感染するリスクがある。 

・多くの場合、HPVは自然に排除されるが、一部は排除されず、感染状態が長く続くと 

 子宮頸部の細胞に変化が起こり、さらに数年以上かけて子宮頸がんに進行すると考え 

 られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子宮がん検診の  （       ）

 検 の  が    検  の場合は、
 ず    で  検   けてく さい。

 子宮頸部細胞診（     ）

子宮頸部の細胞    、   で
  することで、がん細胞 
 がん細胞がないか    す。

  ：   以上、  ： 年に  

      は、自   よりも検 の  が い    されてい す。

子宮頸がん検診の  性

・ ク    により、子宮頸がんの原因の         る
   のHPVの感染   することがで るが、 ク   け
では  で ない  のHPVへの感染 、HPV以 の原因が
   ている場合もある。

・HPV ク  では  感染  HPV 排除することはで ない。

・自  状が とん なく  に自 では   にくい。

  ク    の  にかか らず
   以 は  的に子宮頸がん検診の 診 


